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１． はじめに   

 支承は橋梁において上部構造（主桁等）と下部構造（橋台、

橋脚）の間に設置し、上下部構造間に作用する荷重を伝達する

部材で非常に重要である。また、支承は路面からの漏水や埃等

の堆積しやすい過酷な環境に設置されているため、劣化や損傷

が多く、保全管理の頻度が高い部材である。 

 本稿は、狭隘部で支承交換の作業を行うにあたり、新たな薄

型油圧ジャッキ（厚さ 2.4mm）を試験的に製作して施工を行っ

た活用事例を記載したものである。 

２． 工事概要 

新三谷川橋は昭和 47 年に架設された橋梁（写真-1）であ

り、支承の損傷（写真-2）が著しい。本工事は、損傷した鋼製

支承からゴム支承への交換を目的とする。 

工事概要 

橋梁諸元 

３． 施工課題 

事前調査を行った結果、桁下空間（写真-2）が非常に狭く、厚さ 31mm の汎用的なフラットジャッキ（写

真-3）を設置することが出来ないことが判明した。 

このような場合の仮支持手法としては、主桁付ブラケット工法や下部工付ブラケット工法、ベント工法

に変更することが一般的であるが、非出水期である 11 月以降の着手条件であったため、鋼製ブラケットの

製作・施工期間により契約工期内の履行が難しく、またベント工法を設置する作業空間の確保も出来なか

った。 

したがって、現況の空間に設置できる薄型油圧ジャッキでの施工を模索する必要性が発生した。 
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写真-1 橋梁全景 

写真-2 既設支承部 

支承

ジャッキアップ位置

写真-3 汎用的なフラットジャッキ 
（厚さ 31mm） 

写真-4 シーム溶接状況 
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４． 課題解決 

 市販されているフラットジャッキでは厚さ25mmと比較的薄い

ジャッキもあったが、現況の桁下空間を踏まえると、厚さ 20mm

以下のジャッキが必要であったため、薄い鋼板 2 枚を溶接した

ものに油圧オイルを流し込み、それを代替品として利用可能か

どうか検討・試作を行った。 

 鋼板は、成形・加工性の良い低炭素鋼を採用し、形状は受圧面

積を多く取れるように、一般的な円形では無く、主桁の下フラン

ジ形状に合わせ W=300mm×300mmの正方形とした。（写真-5） 

溶接方法は、気密・水密性の高い溶接が行えるシーム溶接（写

真-4）を選定した。シーム溶接は 2 枚の板を重ねて棒状の電極

（チップ）で加圧し、電圧を加えて電流を流しこみ溶接部をジュ

ール発熱によって加熱してワーク部的に溶融させて溶接材を冶

金的に接合する溶接方法である。

初めに 0.8mm（0.8mm×2 枚=1.6mm の厚さ）の鋼板を用いて製

作した。しかし、耐圧試験を行ってみたところ溶接部の品質が確

保できなく油圧オイルの漏れなどの不具合が生じた。 

次に 1.2mm（1.2mm×2 枚=2.4mm の厚さ）の鋼板を用いて製作

（写真-5）し、荷重確認治具（写真-6）にて所定の揚力を確保出

来ることが確認できたため、これを実際に使用することに決定

した。 

５． 本施工 

本施工においては、図-1 の施工フロー図に準じ行い、新たに

製作した薄型油圧ジャッキの使用においても円滑に施工を行う

ことが出来た。 

薄型油圧ジャッキの優位点としては、使用予定であったフラ

ットジャッキの最大ストロークが 10mm であるのに対し、薄型

油圧ジャッキは最大 25mm までの持ち上げが可能なため、ジャ

ッキアップ時の盛り替え作業が無くなり、効率化を図れた。 

また、薄型油圧ジャッキは、軽量（1.8kg/基）であるため、

狭隘部での持ち運びも容易となり、安全に施工を行えたと考え

る。

６． あとがき 

新たに製作した厚さ 2.4mm の薄型油圧ジャッキは、円滑に活

用出来たと考える。 

また、桁下空間が 10mm 程度確保出来れば、仮支持手法（主桁

付ブラケット工法等）を変更することなく、合理化施工が可能

と判断出来る。 

今後、社会インフラ設備の改修工事がより多くなっていく中

で、同等構造物の有効利用の一助となることを願う。 

 【参考文献】社団法人 日本道路協会：道路橋支承便覧 平成 16 年 4 月

写真-5 薄型油圧ジャッキ
（厚さ 2.4mm） 

写真-6 荷重確認治具 

図-1 施工フロー図 

写真-7 施工状況 

写真-8 完 成 

シーム溶接

1.ジャッキアップ補強材設置

2.ジャッキアップ（仮受け）

3.沓座コンクリートはつり

4.アンカーボルト切断

5.支承撤去

6.アンカーボルト削孔

7.支承据付

8.アンカーボルト設置

9.無収縮モルタル打設・養生

10.ジャッキダウン

11.ジャッキ撤去・完成
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